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(57)【要約】
　送信装置が開示される。本送信装置は、マルチメディ
アデータをダウンスケーリングするダウンスケーラと、
ダウンスケーリングされたマルチメディアデータをエン
コードする第１エンコーダと、エンコードされたマルチ
メディアデータを第１伝送網を通じて伝送する第１伝送
部と、エンコードされたマルチメディアデータをデコー
ドするデコーダと、デコードされたマルチメディアデー
タをアップスケーリングするアップスケーラと、アップ
スケーリングされたマルチメディアデータを用いて、復
元データを生成する復元データ生成部と、復元データを
エンコードする第２エンコーダと、エンコードされた復
元データを第２伝送網を通じて伝送する第２伝送部とを
含む。



(2) JP 2014-523721 A 2014.9.11

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチメディアデータをダウンスケーリングするダウンスケーラと、
　前記ダウンスケーリングされたマルチメディアデータをエンコードする第１エンコーダ
と、
　前記エンコードされたマルチメディアデータを第１伝送網を通じて伝送する第１伝送部
と、
　前記エンコードされたマルチメディアデータをデコードするデコーダと、
　前記デコードされたマルチメディアデータをアップスケーリングするアップスケーラと
、
　前記アップスケーリングされたマルチメディアデータを用いて、復元データを生成する
復元データ生成部と、
　前記復元データをエンコードする第２エンコーダと、
　前記エンコードされた復元データを第２伝送網を通じて伝送する第２伝送部と
　を含む送信装置。
【請求項２】
　前記マルチメディアデータは、２Ｄコンテンツデータであり、
　前記復元データ生成部は、
　前記２Ｄコンテンツデータおよび前記アップスケーリングされた２Ｄコンテンツデータ
を比較し、その比較結果を前記復元データとして生成することを特徴とする請求項１に記
載の送信装置。
【請求項３】
　前記マルチメディアデータは、３Ｄコンテンツに含まれた左眼映像データおよび右眼映
像データのうちの一方であり、
　前記復元データ生成部は、
　前記左眼映像データおよび前記右眼映像データのうちの他方と、前記アップスケーリン
グされたマルチメディアデータとを比較し、その比較結果を前記復元データとして生成す
ることを特徴とする請求項１に記載の送信装置。
【請求項４】
　前記第１伝送網は、ＲＦ網であり、
　前記第２伝送網は、ＩＰ（インターネット）網であることを特徴とする請求項１に記載
の送信装置。
【請求項５】
　第１伝送網を通じて伝送されるマルチメディアデータを受信する第１受信部と、
　前記受信されたマルチメディアデータをデコードする第１デコーダと、
　前記デコードされたマルチメディアデータをアップスケーリングするアップスケーラと
、
　第２伝送網を通じて伝送される復元データを受信する第２受信部と、
　前記復元データをデコードする第２デコーダと、
　前記アップスケーリングされたマルチメディアデータに前記復元データを適用し、コン
テンツを復元するデータ復元部と
　を含む受信装置。
【請求項６】
　前記マルチメディアデータは、２Ｄコンテンツデータであり、
　前記復元データは、前記２Ｄコンテンツデータに対してダウンスケーリング、エンコー
ド、デコード、アップスケーリングを順次に行った後、結果データを前記２Ｄコンテンツ
データから減算して抽出したデータであり、
　前記データ復元部は、
　前記アップスケーリングされた２Ｄコンテンツデータに前記復元データを加算して原本
２Ｄコンテンツデータを復元することを特徴とする請求項５に記載の受信装置。
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【請求項７】
　前記マルチメディアデータは、３Ｄコンテンツに含まれた左眼映像データおよび右眼映
像データのうちの一方であり、
　前記復元データは、前記３Ｄコンテンツの左眼映像データおよび右眼映像データのうち
の一方に対してダウンスケーリング、エンコード、デコード、アップスケーリングを順次
に行った後、結果データを前記左眼映像データおよび右眼映像データのうちの他方から減
算して抽出したデータであり、
　前記データ復元部は、
　前記アップスケーリングされた３Ｄコンテンツの左眼映像データおよび右眼映像データ
のうちの一方に前記復元データを加算し、前記左眼映像データおよび右眼映像データのう
ちの他方を復元することを特徴とする請求項５に記載の受信装置。
【請求項８】
　前記第１伝送網は、ＲＦ網であり、
　前記第２伝送網は、ＩＰ（インターネット）網であることを特徴とする請求項１に記載
の受信装置。
【請求項９】
　送信装置の送信方法において、
　マルチメディアデータをダウンスケーリングするステップと、
　前記ダウンスケーリングされたマルチメディアデータをエンコードするステップと、
　前記エンコードされたマルチメディアデータを第１伝送網を通じて伝送するステップと
、
　前記エンコードされたマルチメディアデータをデコードするステップと、
　前記デコードされたマルチメディアデータをアップスケーリングするステップと、
　前記アップスケーリングされたマルチメディアデータを用いて、復元データを生成する
ステップと、
　前記復元データをエンコードするステップと、
　前記エンコードされた復元データを第２伝送網を通じて伝送するステップと
　を含む送信方法。
【請求項１０】
　前記マルチメディアデータは、２Ｄコンテンツデータであり、
　前記復元データを生成するステップは、
　前記２Ｄコンテンツデータおよび前記アップスケーリングされた２Ｄコンテンツデータ
を比較し、その比較結果を前記復元データとして生成することを特徴とする請求項９に記
載の送信方法。
【請求項１１】
　前記マルチメディアデータは、３Ｄコンテンツに含まれた左眼映像データおよび右眼映
像データのうちの一方であり、
　前記復元データを生成するステップは、
　前記左眼映像データおよび前記右眼映像データのうちの他方と、前記アップスケーリン
グされたマルチメディアデータとを比較し、その比較結果を前記復元データとして生成す
ることを特徴とする請求項９に記載の送信方法。
【請求項１２】
　受信装置の受信方法において、
　第１伝送網を通じて伝送されるマルチメディアデータを受信するステップと、
　前記受信されたマルチメディアデータをデコードするステップと、
　前記デコードされたマルチメディアデータをアップスケーリングするステップと、
　第２伝送網を通じて伝送される復元データを受信するステップと、
　前記復元データをデコードするステップと、
　前記アップスケーリングされたマルチメディアデータに前記復元データを適用し、コン
テンツを復元するステップと
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　を含む受信方法。
【請求項１３】
　前記マルチメディアデータは、２Ｄコンテンツデータであり、
　前記復元データは、前記２Ｄコンテンツデータに対してダウンスケーリング、エンコー
ド、デコード、アップスケーリングを順次に行った後、結果データを前記２Ｄコンテンツ
データから減算して抽出したデータであり、
　前記コンテンツを復元するステップは、
　前記アップスケーリングされた２Ｄコンテンツデータに前記復元データを加算して前記
２Ｄコンテンツデータを復元することを特徴とする請求項１２に記載の受信方法。
【請求項１４】
　前記マルチメディアデータは、３Ｄコンテンツに含まれた左眼映像データおよび右眼映
像データのうちの一方であり、
　前記復元データは、前記３Ｄコンテンツの左眼映像データおよび右眼映像データのうち
の一方に対してダウンスケーリング、エンコード、デコード、アップスケーリングを順次
に行った後、結果データを前記左眼映像データおよび右眼映像データのうちの他方から減
算して抽出したデータであり、
　前記コンテンツを復元するステップは、
　前記アップスケーリングされた３Ｄコンテンツの左眼映像データおよび右眼映像データ
のうちの一方に前記復元データを加算し、前記左眼映像データおよび右眼映像データのう
ちの他方を復元することを特徴とする請求項１２に記載の受信方法。
【請求項１５】
　マルチメディアデータをダウンスケーリングするダウンスケーラと、
　前記ダウンスケーリングされたマルチメディアデータをエンコードする第１エンコーダ
と、
　前記エンコードされたマルチメディアデータをデコードするデコーダと、
　前記デコードされたマルチメディアデータをアップスケーリングするアップスケーラと
、
　前記アップスケーリングされたマルチメディアデータを用いて、復元データを生成する
復元データ生成部と、
　前記復元データをエンコードする第２エンコーダと
　を含むコンテンツ処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送信装置、受信装置およびその送受信方法に関し、より詳細には、複数のス
トリームを提供する送信装置、複数のストリームを受信して処理する受信装置およびその
送受信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、電子技術の発達により、多様な電子装置が開発および普及されている。特に、テ
レビの場合、３Ｄコンテンツより高い解像度のコンテンツを提供することができるように
なり、それにより、放送技術においても、３Ｄコンテンツ、マルチアングルコンテンツ、
デプス（Ｄｅｐｔｈ）映像を含むコンテンツ等のように、複数の映像を含むコンテンツや
ＵＨＤ級の画質のコンテンツを提供するための技術が開発されている。
【０００３】
　既存の放送網で使用されるチャネル帯域幅は制限的である一方で、マルチアングルコン
テンツ、３Ｄコンテンツ、ＵＨＤ級の画質のコンテンツ等は、従来のコンテンツより大き
いデータサイズを有するため、既存の放送網からデータサイズの大きいコンテンツをその
まま伝送することに無理があった。
【０００４】
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　一方、新たなコンテンツを提供するために、新たな設備に投資することは費用の面でも
無理があり、既存の放送設備および受信装置を用いて新たなコンテンツを提供するための
方策が求められる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、互いに異なる経路を通じて、複数のストリームを提供する送信装置、複数のストリー
ムを受信して処理する受信装置およびその送受信方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施形態に係る送信装置は、マルチメディアデータをダウンスケーリングす
るダウンスケーラと、前記ダウンスケーリングされたマルチメディアデータをエンコード
する第１エンコーダと、前記エンコードされたマルチメディアデータを第１伝送網を通じ
て伝送する第１伝送部と、前記エンコードされたマルチメディアデータをデコードするデ
コーダと、前記デコードされたマルチメディアデータをアップスケーリングするアップス
ケーラと、前記アップスケーリングされたマルチメディアデータを用いて、復元データを
生成する復元データ生成部と、前記復元データをエンコードする第２エンコーダと、前記
エンコードされた復元データを第２伝送網を通じて伝送する第２伝送部とを含む。
【０００７】
　ここで、前記マルチメディアデータは、２Ｄコンテンツデータであり、前記復元データ
生成部は、前記２Ｄコンテンツデータおよび前記アップスケーリングされた２Ｄコンテン
ツデータを比較し、その比較結果を前記復元データとして生成してよい。
【０００８】
　または、前記マルチメディアデータは、３Ｄコンテンツに含まれた左眼映像データおよ
び右眼映像データのうちの一方であり、前記復元データ生成部は、前記左眼映像データお
よび前記右眼映像データのうちの他方と、前記アップスケーリングされたマルチメディア
データとを比較し、その比較結果を前記復元データとして生成してよい。
【０００９】
　そして、前記第１伝送網はＲＦ網であり、前記第２伝送網はＩＰ（インターネット）網
であってよい。
【００１０】
　一方、本発明の一実施形態に係る受信装置は、第１伝送網を通じて伝送されるマルチメ
ディアデータを受信する第１受信部と、前記受信されたマルチメディアデータをデコード
する第１デコーダと、前記デコードされたマルチメディアデータをアップスケーリングす
るアップスケーラと、第２伝送網を通じて伝送される復元データを受信する第２受信部と
、前記復元データをデコードする第２デコーダと、前記アップスケーリングされたマルチ
メディアデータに前記復元データを適用し、コンテンツを復元するデータ復元部とを含む
。
【００１１】
　ここで、前記マルチメディアデータは、２Ｄコンテンツデータであり、前記復元データ
は、前記２Ｄコンテンツデータに対してダウンスケーリング、エンコード、デコード、ア
ップスケーリングを順次に行った後、結果データを前記２Ｄコンテンツデータから減算し
て抽出したデータであり、前記データ復元部は、前記アップスケーリングされた２Ｄコン
テンツデータに前記復元データを加算して原本２Ｄコンテンツデータを復元してよい。
【００１２】
　または、前記マルチメディアデータは、３Ｄコンテンツに含まれた左眼映像データおよ
び右眼映像データのうちの一方であり、前記復元データは、前記３Ｄコンテンツの左眼映
像データおよび右眼映像データのうちの一方に対してダウンスケーリング、エンコード、
デコード、アップスケーリングを順次に行った後、結果データを前記左眼映像データおよ
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び右眼映像データのうちの他方から減算して抽出したデータであり、前記データ復元部は
、前記アップスケーリングされた３Ｄコンテンツの左眼映像データおよび右眼映像データ
のうちの一方に前記復元データを加算し、前記左眼映像データおよび右眼映像データのう
ちの他方を復元してよい。
【００１３】
　そして、前記第１伝送網はＲＦ網であり、前記第２伝送網はＩＰ（インターネット）網
であってよい。
【００１４】
　一方、本発明の一実施形態に係る送信方法は、マルチメディアデータをダウンスケーリ
ングするステップと、前記ダウンスケーリングされたマルチメディアデータをエンコード
するステップと、前記エンコードされたマルチメディアデータを第１伝送網を通じて伝送
するステップと、前記エンコードされたマルチメディアデータをデコードするステップと
、前記デコードされたマルチメディアデータをアップスケーリングするステップと、前記
アップスケーリングされたマルチメディアデータを用いて、復元データを生成するステッ
プと、前記復元データをエンコードするステップと、前記エンコードされた復元データを
第２伝送網を通じて伝送するステップとを含む。
【００１５】
　ここで、前記マルチメディアデータは、２Ｄコンテンツデータであり、前記復元データ
を生成するステップは、前記２Ｄコンテンツデータおよび前記アップスケーリングされた
２Ｄコンテンツデータを比較し、その比較結果を前記復元データとして生成してよい。
【００１６】
　または、前記マルチメディアデータは、３Ｄコンテンツに含まれた左眼映像データおよ
び右眼映像データのうちの一方であり、前記復元データを生成するステップは、前記左眼
映像データおよび前記右眼映像データのうちの他方と、前記アップスケーリングされたマ
ルチメディアデータとを比較し、その比較結果を前記復元データとして生成してよい。
【００１７】
　一方、本発明の一実施形態に係る受信方法は、第１伝送網を通じて伝送されるマルチメ
ディアデータを受信するステップと、前記受信されたマルチメディアデータをデコードす
るステップと、前記デコードされたマルチメディアデータをアップスケーリングするステ
ップと、第２伝送網を通じて伝送される復元データを受信するステップと、前記復元デー
タをデコードするステップと、前記アップスケーリングされたマルチメディアデータに前
記復元データを適用し、コンテンツを復元するステップとを含む。
【００１８】
　ここで、前記マルチメディアデータは、２Ｄコンテンツデータであり、前記復元データ
は、前記２Ｄコンテンツデータに対してダウンスケーリング、エンコード、デコード、ア
ップスケーリングを順次に行った後、結果データを前記２Ｄコンテンツデータから減算し
て抽出したデータであり、前記コンテンツを復元するステップは、前記アップスケーリン
グされた２Ｄコンテンツデータに前記復元データを加算して前記２Ｄコンテンツデータを
復元してよい。
【００１９】
　または、前記マルチメディアデータは、３Ｄコンテンツに含まれた左眼映像データおよ
び右眼映像データのうちの一方であり、前記復元データは、前記３Ｄコンテンツの左眼映
像データおよび右眼映像データのうちの一方に対してダウンスケーリング、エンコード、
デコード、アップスケーリングを順次に行った後、結果データを前記左眼映像データおよ
び右眼映像データのうちの他方から減算して抽出したデータであり、前記コンテンツを復
元するステップは、前記アップスケーリングされた３Ｄコンテンツの左眼映像データおよ
び右眼映像データのうちの一方に前記復元データを加算し、前記左眼映像データおよび右
眼映像データのうちの他方を復元してよい。
【００２０】
　一方、本発明の一実施形態に係るコンテンツ処理装置は、マルチメディアデータをダウ
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ンスケーリングするダウンスケーラと、前記ダウンスケーリングされたマルチメディアデ
ータをエンコードする第１エンコーダと、前記エンコードされたマルチメディアデータを
デコードするデコーダと、前記デコードされたマルチメディアデータをアップスケーリン
グするアップスケーラと、前記アップスケーリングされたマルチメディアデータを用いて
、復元データを生成する復元データ生成部と、前記復元データをエンコードする第２エン
コーダとを含む。
【発明の効果】
【００２１】
　以上説明したように、本発明によれば、既存の設備を用いて互いに異なる経路を通じて
他のデータを送受信して伝送帯域幅制限を克服し、ユーザに新たなコンテンツを提供する
ことができる。
【００２２】
　なお、第２伝送網を通じてデータを受信することができない場合や、第２伝送網の受信
環境が劣悪な場合にも、ユーザに新たなコンテンツを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の一実施形態に係るマルチメディアデータ送受信システムを示す図である
。
【図２】本発明の一実施形態に係るマルチメディアデータ送受信システムの構成を示すブ
ロック図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る送信装置の構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る受信装置の構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の別の実施形態に係る送信装置の構成を示すブロック図である。
【図６】本発明の別の実施形態に係る受信装置の構成を示すブロック図である。
【図７】本発明の更に別の実施形態に係る送信装置の構成を示すブロック図である。
【図８】第１伝送網および第２伝送網を通じて伝送されるデータを説明するための図であ
る。
【図９】本発明の更に別の実施形態に係る受信装置の構成を示すブロック図である。
【図１０】本発明の別の実施形態に係るマルチメディアデータ送受信システムを示す図で
ある。
【図１１】本発明の一実施形態に係る送信方法を説明するためのフローチャートである。
【図１２】本発明の一実施形態に係る受信方法を説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。
【００２５】
　図１は、本発明の一実施形態に係るマルチメディアデータ送受信システムを示す図であ
る。図１に示すように、マルチメディアデータ送受信システムは、送信装置１００および
受信装置２００を含む。
【００２６】
　送信装置１００は、マルチメディアデータを処理し、互いに異なる信号を互いに異なる
伝送網を通じて伝送する。例えば、図１のように、送信装置１００は、第１伝送網を通じ
て第１信号を伝送し、第２伝送網を通じて第２信号を伝送することができる。
【００２７】
　第１信号および第２信号は、一つのマルチメディアデータを構成する互いに異なるマル
チメディアデータまたはマルチメディアデータおよびマルチメディアデータを復元するた
めの復元データであってよい。例えば、マルチメディアデータが３Ｄコンテンツである場
合には、左眼映像または右眼映像が第１伝送網を通じて伝送され、他の映像を復元するた
めの復元データが第２伝送網を通じて伝送されてよい。
【００２８】
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　ここで、第１伝送網はＲＦ網であってよく、第２伝送網はＩＰ（インターネット）網で
あってよい。ただ、それは一実施形態に過ぎず、第１伝送網がＩＰ網であり、第２伝送網
がＲＦ網か、第１伝送網と第２伝送網とが同一の形態の網であってよい。
【００２９】
　受信装置２００は、送信装置１００から伝送される第１信号および第２信号をそれぞれ
受信し、データ処理を行ってマルチメディアデータを再生することができる。
【００３０】
　図２は、本発明の一実施形態に係るマルチメディアデータ送受信システムの構成を示す
ブロック図である。図２によると、マルチメディアデータ送受信システムの送信装置１０
０は、データ処理部１１０と、第１伝送部１２０および第２伝送部１３０を含む。
【００３１】
　データ処理部１１０は、マルチメディアデータを信号処理し、信号処理されたマルチメ
ディアデータおよび復元データを第１伝送部１２０および第２伝送部１３０に伝送する。
第１伝送部１２０は、信号処理されたマルチメディアデータを第１伝送網を通じて受信装
置２００に伝送する。そのために、第１伝送部１２０は、信号処理されたマルチメディア
データを第１伝送網の伝送規格に適した形態に変換することができる。
【００３２】
　第２伝送部１３０は、信号処理されたマルチメディアデータまたは復元データを第２伝
送網を通じて受信装置２００に伝送する。そのために、第２伝送部１３０は、信号処理さ
れたマルチメディアデータまたは復元データを第２伝送網の伝送規格に適した形態に変換
することができる。
【００３３】
　ここで、マルチメディアコンテンツが３Ｄコンテンツである場合、左眼映像または右眼
映像が第１伝送網を通じて伝送され、他の映像を復元するための復元データが第２伝送網
を通じて伝送されてよい。なお、左眼映像または右眼映像が第１伝送網を通じて伝送され
、他の映像が第２伝送網を通じて伝送されてよい。マルチメディアデータが２Ｄコンテン
ツである場合には、ダウンスケーリングされた２Ｄコンテンツが第１伝送網を通じて伝送
され、原本２Ｄコンテンツを復元するための復元データが第２伝送網を通じて伝送されて
よい。
【００３４】
　そして、第２伝送網を通じて伝送されるデータの一部が第１伝送網を通じて伝送されて
よい。例えば、３Ｄコンテンツの左眼映像および右眼映像がそれぞれ第１伝送網および第
２伝送網を通じて伝送される場合、第２伝送網に伝送される右眼映像の一部映像フレーム
を第１伝送網を通じて同時に伝送することができる。それにより、第２伝送網に伝送され
るデータに遅延、損失等が発生するとしても、第１伝送網を通じて伝送されたデータを用
いて３Ｄコンテンツを再生できるようにすることができる。
【００３５】
　一方、マルチメディアデータ送受信システムの受信装置２００は、第１受信部２１０と
、第２受信部２２０およびデータ処理部２３０を含む。
【００３６】
　第１受信部２１０は、送信装置１００から第１伝送網を通じてマルチメディアデータを
受信する。第２受信部２２０は、送信装置１００から第２伝送網を通じてマルチメディア
データまたは復元データを受信する。データ処理部２３０は、原本コンテンツを出力部（
図示せず）を介して出力することができるように、第１受信部２１０および第２受信部２
２０を介して受信されたマルチメディアデータまたは復元データを信号処理する。
【００３７】
　以下においては、実施形態別に送信装置１００および受信装置２００の動作をより具体
的に説明する。
【００３８】
　＜２Ｄコンテンツおよび復元データを伝送する実施形態＞
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　図３および図４を参照し、２Ｄコンテンツおよび復元データを送受信する実施形態につ
いて説明する。ここで、２Ｄコンテンツは、ＵＨＤ画質の２Ｄ映像、マルチアングル映像
等であってよい。
【００３９】
　図３は、本発明の一実施形態に係る送信装置の構成を示すブロック図である。図３を参
照すると、送信装置１００は、ダウンスケーラ１１１と、第１エンコーダ１１２と、デコ
ーダ１１３と、アップスケーラ１１４と、復元データ生成部１１５と、第２エンコーダ１
１６と、第１伝送部１２０および第２伝送部１３０を含む。
【００４０】
　ダウンスケーラ１１１は、原本２Ｄコンテンツデータが入力されると、入力されたデー
タをダウンスケーリングする。ＵＨＤ画質のような大容量のコンテンツデータは、原本デ
ータを一つの伝送チャネルを通じて伝送することができない場合があり、このような場合
、ダウンスケーリングを通じてデータサイズを減らすことができる。
【００４１】
　第１エンコーダ１１２は、ダウンスケーリングされた２Ｄコンテンツデータをエンコー
ドする。具体的に、第１エンコーダ１１２は、ダウンスケーリングされた２Ｄコンテンツ
データに対して、既存の受信装置との互換性のために、ＭＰＥＧ－２エンコードを行うこ
とができる。ただ、第１エンコーダ１１２でエンコードすることができる映像フォーマッ
トはそれに限定されず、Ｈ.２６４、ＨＥＶＣ等、現在利用可能な映像フォーマットおよ
び今後開発されて本発明に適用できる多様な映像フォーマットに応じてエンコードを行う
ことができる。
【００４２】
　第１伝送部１２０は、第１エンコーダによってエンコードされた２Ｄコンテンツデータ
を受信装置２００に伝送する。第１伝送部１２０は、エンコードされた２Ｄコンテンツデ
ータを伝送網に適するように更なる処理を行い、受信装置２００に伝送することができる
。例えば、第１伝送網がＲＦ網である場合、第１伝送部１２０は変調器（図示せず）およ
びアップコンバータ（図示せず）等を含むことができ、ＲＦ信号を伝送するために、変調
、アップコンバート等を行うことができる。
【００４３】
　デコーダ１１３は、第１エンコーダによってエンコードされた２Ｄコンテンツデータを
デコードする。具体的に、デコーダ１１３は、第１エンコーダ１１２の逆過程を行い、２
Ｄコンテンツデータをデコードすることができる。
【００４４】
　アップスケーラ１１４は、デコードされた２Ｄコンテンツデータに対してアップスケー
リングを行う。それにより、アップスケーラ１１４は元の２Ｄコンテンツデータサイズに
戻すことができる。
【００４５】
　復元データ生成部１１５は、原本２Ｄコンテンツデータおよびアップスケーラ１１４に
よってアップスケーリングされた２Ｄコンテンツデータを入力され、原本データを生成す
る。原本２Ｄコンテンツデータは第１伝送網を通じて伝送するために、ダウンスケーラ１
１１および第１エンコーダ１１２でダウンスケーリングおよびエンコード過程を経て、デ
コードおよびアップスケーリングを行いデータを復元するとしても誤差が発生するおそれ
がある。復元データ生成部１１５は、原本２Ｄコンテンツデータおよびアップスケーラ１
１４でアップスケーリングされて入力された２Ｄコンテンツデータを比較し、その比較結
果を復元データとして生成することができる。すなわち、復元データは、原本２Ｄコンテ
ンツデータに対してダウンスケーリング、エンコード、デコードおよびアップスケーリン
グ過程を行って発生する誤差データであってよい。
【００４６】
　復元データ生成部１１５は、復元データを生成するために、減算器を含むことができる
。すなわち、原本２Ｄコンテンツデータにアップスケーラ１１４で入力された２Ｄコンテ
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ンツデータを減算して復元データを生成することができる。
【００４７】
　第２エンコーダ１１６は、復元データ生成部１１５から生成された復元データをエンコ
ードする。具体的に、第２エンコーダは、復元データをＨＥＶＣエンコードを行うことが
できる。ただ、第２エンコーダ１１６でエンコードすることができる映像フォーマットは
それに限定されず、ＭＰＥＧ－２、Ｈ.２６４等、現在利用可能な映像フォーマットおよ
び今後開発されて本発明に適用できる多様な映像フォーマットに応じてエンコードを行う
ことができる。
【００４８】
　第２伝送部１３０は、第２エンコーダ１１６によってエンコードされた復元データを受
信装置２００に伝送する。例えば、第２伝送網がＩＰ網である場合、第１伝送部１２０は
インターネットネットワークを通じてエンコードされた復元データを受信装置２００に伝
送することができる。
【００４９】
　図４は、本発明の一実施形態に係る受信装置の構成を示すブロック図である。図４によ
ると、受信装置２００は、第１受信部２１０と、第２受信部２２０と、第１デコーダ２３
１と、アップスケーラ２３２と、第２デコーダ２３３およびデータ復元部２３４を含む。
【００５０】
　第１受信部２１０は、第１伝送網を通じて２Ｄコンテンツデータを受信する。第１伝送
網がＲＦ網である場合、第１受信部２１０は、アンテナ、チューナ部、復調部、等化部等
を含む形態で実現されてよい。アンテナ、チューナ部、復調部、等化部等の構造および動
作については、公知の様々の放送規格に記載されているため、具体的な説明は省略する。
【００５１】
　第１デコーダ２３１は、第１受信部２１０で受信された２Ｄコンテンツデータでデコー
ドする。具体的に、第１デコーダ２３１は圧縮映像フォーマットによって送信装置１００
の第１エンコーダ１１２の逆過程を行い、２Ｄコンテンツデータをデコードすることがで
きる。例えば、２ＤコンテンツデータがＭＰＥＧ－２エンコードされた場合、ＭＰＥＧ－
２デコードを行うことができる。
【００５２】
　アップスケーラ２３２は、デコードされた２Ｄコンテンツデータをアップスケーリング
する。アップスケーラ２３２は送信装置１００でガウンスケーリングされた２Ｄコンテン
ツデータを元のデータサイズに戻すことができる。
【００５３】
　第２受信部２２０は、第２伝送網を通じて復元データを受信する。第２伝送網がＩＰ網
である場合、第２受信部は復元データをＩＰストリーム形態で受信することができる。
【００５４】
　第２デコーダ２３３は、第２受信部で受信された復元データをデコードする。具体的に
、第２デコーダ２３３は圧縮映像フォーマットによって送信装置１００の第２エンコーダ
１１６の逆過程を行い、復元データをデコードすることができる。例えば、２Ｄコンテン
ツデータがＨＥＶＣエンコードされた場合、ＨＥＶＣデコードを行うことができる。
【００５５】
　データ復元部２３４は、原本２Ｄコンテンツデータを復元する。具体的に、データ復元
部２３４は、アップスケーラ２３２によってアップスケーリングされた２Ｄコンテンツデ
ータに第２デコーダ２３３によってデコードされた復元データを適用し、送信装置１００
および受信装置２００のデータ処理過程で発生する誤差を修正し、原本２Ｄコンテンツデ
ータを復元する。そのために、データ復元部２３４は、加算器を含むことができる。すな
わち、データ復元部２３４は、アップスケーリングされた２Ｄコンテンツデータに復元デ
ータを加算して原本２Ｄコンテンツデータを復元することができる。
【００５６】
　一方、更なる実施形態として、第１エンコーダ１１２がＭＰＥＧ－２コーデックのよう
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に、Ｉｎ－ｌｏｏｐ　ｄｅ－ｂｌｏｃｋｉｎｇ　ｆｉｌｔｅｒが適用されていないコーデ
ックを使用する場合、送信装置１００および受信装置２００は、アップスケーリングされ
たデータにＢｌｏｃｋ　Ａｒｔｉｆａｃｔ　Ｆｉｌｔｅｒｉｎｇのためのデブロッキング
フィルタ（Ｄｅ－ｂｌｏｃｋｉｎｇ　Ｆｉｌｔｅｒ）（図示せず）を更に含むことができ
る。すなわち、送信装置１００のアップスケーラ１１４から出力されるデータは、デブロ
ッキングフィルタ（図示せず）でＢｌｏｃｋ　Ａｒｔｉｆａｃｔ　Ｆｉｌｔｅｒｉｎｇさ
れた後、復元データ生成部１１５に入力され、受信装置２００のアップスケーラ２３２か
ら出力されるデータは、デブロッキングフィルタ（図示せず）でＢｌｏｃｋ　Ａｒｔｉｆ
ａｃｔ　Ｆｉｌｔｅｒｉｎｇされた後、データ復元部２３４に入力されてよい。それによ
り、ＭＰＥＧ－２のブロックノイズによる誤差を減らすことができ、復元データのデータ
サイズを減らすことができる。
【００５７】
　なお、マルチメディアデータがダウンスケーリングがなくても、既存の伝送チャネルの
帯域幅のみで伝送が可能なデータサイズを有する場合には、送信装置１００および受信装
置２００でダウンスケーラ１１１およびアップスケーラ１１４、２３２の構成を省略する
ことができる。
【００５８】
　＜３Ｄコンテンツの左眼映像および右眼映像のうちの一方および復元データを伝送する
実施形態＞
　図３および図４を参照し、３Ｄコンテンツおよび復元データを送受信する実施形態につ
いて説明する。３Ｄコンテンツおよび復元データを送受信する実施形態は、２Ｄコンテン
ツおよび復元データを送受信する実施形態とその構成が同一だが、送受信するデータのみ
で相違しているため、繰り返し説明は省略する。
【００５９】
　図３は、本発明の一実施形態に係る送信装置の構成を示すブロック図である。図３を参
照すると、送信装置１００は、ダウンスケーラ１１１と、第１エンコーダ１１２と、デコ
ーダ１１３と、アップスケーラ１１４と、復元データ生成部１１５と、第２エンコーダ１
１６と、第１伝送部１２０および第２伝送部１３０を含む。
【００６０】
　ダウンスケーラ１１１は、３Ｄコンテンツデータを構成する左眼映像および右眼映像デ
ータのうちの一つが入力されると、入力されたデータをダウンスケーリングする。
【００６１】
　第１エンコーダ１１２は、ダウンスケーリングされた左眼映像または右眼映像データを
エンコードする。具体的に、第１エンコーダ１１２は、ダウンスケーリングされた２Ｄコ
ンテンツデータに対して、既存の受信装置との互換性のために、ＭＰＥＧ－２エンコード
を行うことができる。
【００６２】
　第１伝送部１２０は、第１エンコーダによってエンコードされた左眼映像または右眼映
像データを受信装置２００に伝送する。
【００６３】
　デコーダ１１３は、第１エンコーダによってエンコードされた左眼映像または右眼映像
データをデコードする。
【００６４】
　アップスケーラ１１４は、デコードされた左眼映像または右眼映像データに対してアッ
プスケーリングを行い、元のデータサイズに戻すことができる。
【００６５】
　復元データ生成部１１５は、アップスケーラ１１４によってアップスケーリングされた
左眼映像または右眼映像データおよび３Ｄコンテンツデータを構成する左眼映像または右
眼映像のうちの他方を受信して復元データを生成する。
【００６６】
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　具体的に、復元データ生成部１１５は、アップスケーリングされた左眼映像または右眼
映像データおよび３Ｄコンテンツデータを構成する左眼映像および右眼映像のうちの他方
のデータを比較し、比較結果を復元データとして生成することができる。そのために、復
元データ生成部１１５は、減算器を含むことができる。すなわち、３Ｄコンテンツデータ
を構成する原本左眼映像および右眼映像データのうちの一方にアップスケーラ１１４から
入力された左眼映像および右眼映像のうちの他方を減算して復元データを生成することが
できる。
【００６７】
　一方、上述の実施形態において、復元データ生成部１１５は、復元データを生成するた
めに、アップスケーリングされた左眼映像または右眼映像を利用するものとして説明した
が、復元データ生成部１１５は、原本左眼映像および右眼映像を用いて、復元データを生
成することもできる。この場合、データ処理部１１０のデコーダ１１３およびアップスケ
ーラ１１４は省略することができる。
【００６８】
　第２エンコーダ１１６は、復元データ生成部１１５から生成された復元データをエンコ
ードする。
【００６９】
　第２伝送部１３０は、第２エンコーダ１１６によってエンコードされた復元データを受
信装置２００に伝送する。
【００７０】
　図４は、本発明の一実施形態に係る受信装置の構成を示すブロック図である。図４によ
ると、受信装置２００は、第１受信部２１０と、第２受信部２２０と、第１デコーダ２３
１と、アップスケーラ２３２と、第２デコーダ２３３およびデータ復元部２３４を含む。
【００７１】
　第１受信部２１０は、第１伝送網を通じて３Ｄコンテンツを構成する左眼映像および右
眼映像データのうちの一方を受信する。
【００７２】
　第１デコーダ２３１は、第１受信部２１０から受信されたデータをデコードする。具体
的に、第１デコーダ２３１は圧縮映像フォーマットによって送信装置１００の第１エンコ
ーダ１１２の逆過程を行い、左眼映像または右眼映像データをデコードすることができる
。
【００７３】
　アップスケーラ２３２は、デコードされた左眼映像または右眼映像データをアップスケ
ーリングし、送信装置１００でダウンスケーリングされた左眼映像または右眼映像データ
を元のデータサイズに戻すことができる。
【００７４】
　第２受信部２２０は、第２伝送網を通じて復元データを受信する。第２伝送網がＩＰ網
である場合、第２受信部は復元データをＩＰストリーム形態で受信することができる。
【００７５】
　第２デコーダ２３３は、第２受信部で受信された復元データをデコードする。具体的に
、第２デコーダ２３３は圧縮映像フォーマットによって送信装置１００の第２エンコーダ
１１６の逆過程を行い、復元データをデコードすることができる。
【００７６】
　データ復元部２３４は、３Ｄコンテンツの左眼映像および右眼映像データのうちの一方
のデータを復元する。具体的に、データ復元部２３４は、アップスケーラ２３２によって
アップスケーリングされた左眼映像および右眼映像データに第２デコーダ２３３によって
デコードされた復元データを適用し、左眼映像および右眼映像データのうちの他方を復元
することができる。そのために、データ復元部２３４は、加算器を含むことができる。す
なわち、データ復元部２３４は、アップスケーリングされた左眼映像または右眼映像デー
タに復元データを加算し、左眼映像および右眼映像のうちの他方を復元することができる
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。
【００７７】
　ここで、アップスケーラ２３２およびデータ復元部２３４から出力される３Ｄコンテン
ツの左眼映像および右眼映像は出力部（図示せず）を介して出力されてよい。
【００７８】
　一方、更なる実施形態として、第１エンコーダ１１２がＭＰＥＧ－２コーデックのよう
に、Ｉｎ－ｌｏｏｐ　ｄｅ－ｂｌｏｃｋｉｎｇ　ｆｉｌｔｅｒが適用されていないコーデ
ックを使用する場合、送信装置１００および受信装置２００は、アップスケーリングされ
たデータにＢｌｏｃｋ　Ａｒｔｉｆａｃｔ　Ｆｉｌｔｅｒｉｎｇのためのデブロッキング
フィルタ（Ｄｅ－ｂｌｏｃｋｉｎｇ　Ｆｉｌｔｅｒ）（図示せず）を更に含むことができ
る。すなわち、送信装置１００のアップスケーラ１１４から出力されるデータは、デブロ
ッキングフィルタ（図示せず）でＢｌｏｃｋ　Ａｒｔｉｆａｃｔ　Ｆｉｌｔｅｒｉｎｇさ
れた後、復元データ生成部１１５に入力され、受信装置２００のアップスケーラ２３２か
ら出力されるデータは、デブロッキングフィルタ（図示せず）でＢｌｏｃｋ　Ａｒｔｉｆ
ａｃｔ　Ｆｉｌｔｅｒｉｎｇされた後、データ復元部２３４に入力されてよい。それによ
り、ＭＰＥＧ－２のブロックノイズによる誤差を減らすことができ、復元データのデータ
サイズを減らすことができる。
【００７９】
　なお、マルチメディアデータがダウンスケーリングがなくても、既存の伝送チャネルの
帯域幅のみで伝送が可能なデータサイズを有する場合には、送信装置１００および受信装
置２００でダウンスケーラ１１１およびアップスケーラ１１４、２３２の構成を省略する
ことができる。
【００８０】
　＜３Ｄコンテンツの左眼映像および右眼映像データを伝送する実施形態＞
　図５および図６を参照し、３Ｄコンテンツの左眼映像および右眼映像データを送受信す
る実施形態について具体的に説明する。
【００８１】
　図５は、本発明の別の実施形態に係る送信装置の構成を示すブロック図である。図５に
よると、送信装置１００は、ダウンスケーラ１１１と、第１エンコーダ１１２と、第２エ
ンコーダ１１６と、第１伝送部１２０および第２伝送部１３０を含む。
【００８２】
　ダウンスケーラ１１１は、３Ｄコンテンツの左眼映像および右眼映像データのうちの一
方が入力されると、入力されたデータをダウンスケーリングする。ＵＨＤ画質のような大
容量のコンテンツデータは、原本データを一つの伝送チャネルを通じて伝送することがで
きない場合があり、このような場合、ダウンスケーリングを通じてデータサイズを減らす
ことができる。
【００８３】
　第１エンコーダ１１２は、ダウンスケーリングされた左眼映像または右眼映像データを
エンコードする。具体的に、第１エンコーダ１１２は、ダウンスケーリングされた２Ｄコ
ンテンツデータに対して、既存の受信装置との互換性のために、ＭＰＥＧ－２エンコード
を行うことができる。ただ、第１エンコーダ１１２でエンコードすることができる映像フ
ォーマットはそれに限定されず、Ｈ.２６４、ＨＥＶＣ等、現在利用可能な映像フォーマ
ットおよび今後開発されて本発明に適用できる多様な映像フォーマットに応じてエンコー
ドを行うことができる。
【００８４】
　第１伝送部１２０は、第１エンコーダによってエンコードされた左眼映像または右眼映
像データを受信装置２００に伝送する。第１伝送部１２０は、エンコードされた左眼映像
または右眼映像データを伝送網に適するように更なる処理を行い、受信装置２００に伝送
することができる。例えば、第１伝送網がＲＦ網である場合、第１伝送部１２０は変調器
（図示せず）およびアップコンバータ（図示せず）等を含むことができ、ＲＦ信号を伝送
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するために、変調、アップコンバート等を行うことができる。
【００８５】
　第２エンコーダ１１６は、３Ｄコンテンツの左眼映像および右眼映像データのうちの他
方を受信してエンコードする。具体的に、第２エンコーダは、３Ｄコンテンツの左眼映像
および右眼映像データのうちの他方をＨＥＶＣエンコードを行うことができる。ただ、第
２エンコーダ１１６でエンコードすることができる映像フォーマットはそれに限定されず
、ＭＰＥＧ－２、Ｈ.２６４等、現在利用可能な映像フォーマットおよび今後開発されて
本発明に適用できる多様な映像フォーマットに応じてエンコードを行うことができる。
【００８６】
　第２伝送部１３０は、第２エンコーダ１１６によってエンコードされた３Ｄコンテンツ
の左眼映像および右眼映像データのうちの他方を受信装置２００に伝送する。例えば、第
２伝送網がＩＰ網である場合、第２伝送部１３０はインターネットネットワークを通じて
エンコードされたデータを受信装置２００に伝送することができる。
【００８７】
　図６は、本発明の別の実施形態に係る送信装置の構成を示すブロック図である。図６の
受信装置は、図４の受信装置とデータ復元部２３４有無のみで異なるため、重複する説明
は省略する。図６によると、受信装置２００は、第１受信部２１０と、第２受信部２２０
と、第１デコーダ２３１と、アップスケーラ２３２および第２デコーダ２３３を含む。
【００８８】
　第１受信部２１０は、第１伝送網を通じて３Ｄコンテンツを構成する左眼映像および右
眼映像データのうちの一方を受信する。
【００８９】
　第１デコーダ２３１は、第１受信部２１０で受信されたデータをデコードする。具体的
に、第１デコーダ２３１は圧縮映像フォーマットによって送信装置１００の第１エンコー
ダ１１２の逆過程を行い、左眼映像または右眼映像データをデコードすることができる。
【００９０】
　アップスケーラ２３２は、デコードされた２Ｄコンテンツデータをアップスケーリング
し、送信装置１００でダウンスケーリングされた左眼映像または右眼映像データを元のデ
ータサイズに戻すことができる。
【００９１】
　第２受信部２２０は、第２伝送網を通じて３Ｄコンテンツの左眼映像および右眼映像デ
ータのうちの他方を受信する。第２伝送網がＩＰ網である場合、第２受信部は左眼映像お
よび右眼映像データのうちの他方をＩＰストリーム形態で受信することができる。
【００９２】
　第２デコーダ２３３は、第２受信部で受信された左眼映像および右眼映像データのうち
の他方をデコードする。具体的に、第２デコーダ２３３は、圧縮映像フォーマットによっ
て送信装置１００の第２エンコーダ１１６の逆過程を行い、デコードすることができる。
【００９３】
　ここで、アップスケーラ２３２および第２デコーダ２３３から出力される３Ｄコンテン
ツの左眼映像および右眼映像データは出力部（図示せず）を介して出力されてよい。
【００９４】
　一方、マルチメディアデータがダウンスケーリングがなくても、既存の伝送チャネルの
帯域幅のみで伝送が可能なデータサイズを有する場合には、送信装置１００および受信装
置２００でダウンスケーラ１１１およびアップスケーラ２３２の構成を省略することがで
きる。
【００９５】
　＜第１伝送網で第１データおよび第２データを伝送し、第２伝送網で第２データを伝送
する実施形態＞
　図７ないし図９を参照し、第１伝送網で一つのコンテンツを構成する第１データおよび
第２データを同時に伝送し、第２伝送網で第２データを伝送する実施形態について具体的
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に説明する。ここで、第１データおよび第２データは、３Ｄコンテンツの左眼映像および
右眼映像、マルチアングルコンテンツを構成する複数の映像、２Ｄデータおよびデプス映
像データ等であってよい。
【００９６】
　図７は、本発明の更に別の実施形態に係る送信装置の構成を示すブロック図である。図
７によると、送信装置１００は、第１エンコーダ１１２と、第２エンコーダ１１６と、マ
ルチプレクサ１１７と、第１伝送部１２０および第２伝送部１３０を含む。
【００９７】
　第１エンコーダ１１２は、一つのコンテンツを構成する複数のマルチメディアデータの
うちの第１データをエンコードする。第１エンコーダ１１２は、第１データに対して既存
の受信装置との互換性のために、ＭＰＥＧ－２エンコードを行うことができる。ただ、第
１エンコーダ１１２でエンコードできる映像フォーマットは、それに限定されず、Ｈ.２
６４、ＨＥＶＣ等現在利用可能な映像フォーマットおよび今後開発されて本発明に適用で
きる多様な映像フォーマットによってエンコードを行うことができる。
【００９８】
　第２エンコーダ１１６は、一つのコンテンツを構成する複数のマルチメディアデータの
うちの第２データをエンコードする。具体的に、第２エンコーダ１１６は、第２データに
対してＨＥＶＣエンコードを行うことができる。ただ、第２エンコーダ１１６でエンコー
ドできる映像フォーマットはそれに限定されず、スケーラブル属性を有するＨ.２６４等
現在利用可能な映像フォーマットおよび今後開発されて本発明に適用できる多様な映像フ
ォーマットによってエンコードを行うことができる。
【００９９】
　マルチプレクサ１１７は、第１エンコーダ１１２でエンコードされた第１データおよび
第２エンコーダ１１６でエンコードされた第２データをマルチプレキシングして一つのデ
ータを構成する。
【０１００】
　第１伝送部１２０は、マルチプレクサ１１７によってマルチプレキシングされたデータ
を受信装置２００に伝送する。第１伝送部１２０は、マルチプレキシングされたデータを
伝送網に適するように更なる処理を行い、受信装置２００に伝送することができる。例え
ば、第１伝送網がＲＦ網である場合、第１伝送部１２０は変調器（図示せず）およびアッ
プコンバータ（図示せず）等を含むことができ、ＲＦ信号を伝送するために、変調アップ
コンバート等を行うことができる。
【０１０１】
　第２伝送部１３０は、第２エンコーダ１１６によってエンコードされた第２データを受
信装置２００に伝送する。例えば、第２伝送網がＩＰ網である場合、第２伝送部１３０は
インターネットネットワークを通じてエンコードされたデータを受信装置２００に伝送す
ることができる。
【０１０２】
　それにより、既存の受信装置が第２伝送網を通じたデータ受信がサポートされていない
場合、または、第２伝送網を通じたデータ受信が円滑ではない場合でも、受信装置は、第
１伝送網を通じて伝送される第１データおよび第２データを受信し、複数のデータを含む
コンテンツをユーザに提供することができる。
【０１０３】
　図８は、第１伝送網および第２伝送網を通じて伝送されるデータを説明するための図で
ある。
【０１０４】
　第１伝送網がＲＦ網であり、第２伝送網がＩＰ網である場合を例えると、既存のＲＦ放
送チャネルは１９.８３Ｍｂｐｓの伝送速度でデータを伝送することができる。例えば、
第１データがＭＰＥＧ－２フォーマットで、第２データがＨ.２６４フォーマットで圧縮
された場合、Ｈ.２６４はＭＰＥＧ－２フォーマットに比べて、２倍の圧縮効率を有し、
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それにより、マルチプレキシングされたデータは約１２Ｍｂｐｓの速度で第１データを伝
送し、約６Ｍｂｐｓの速度で第２データを伝送することができる。第２データがＨ.２６
４フォーマットでエンコードされた場合、６Ｍｂｐｓの速度で第２伝送網を通じて伝送さ
れてよい。
【０１０５】
　図９は、本発明の更に別の実施形態に係る受信装置の構成を示すブロック図である。図
９によると、受信装置２００は、第１受信部２１０と、第２受信部２２０と、デマルチプ
レクサ２３５と、第１デコーダ２３１および第２デコーダ２３３を含む。
【０１０６】
　第１受信部２１０は、第１伝送網を通じて第１データおよび第２データがマルチプレキ
シングされたデータを受信する。
【０１０７】
　第２受信部２２０と、第２伝送網を通じて第２データを受信する。第２伝送網がＩＰ網
である場合、第２データをＩＰストリーム形態で受信することができる。
【０１０８】
　デマルチプレクサ２３５は、第１受信部２１０で受信されたデータをデマルチプレキシ
ングして第１データおよび第２データに分離し、第１データを第１デコーダ２３１に、第
２データを第２デコーダ２３３に出力する。
【０１０９】
　第１デコーダ２３１は、デマルチプレクサ２３５から入力される第１データをデコード
する。具体的に、第１デコーダ２３１は圧縮映像フォーマットによって送信装置１００の
第１エンコーダ１１２の逆過程を行い、第１データをデコードすることができる。
【０１１０】
　第２デコーダ２３３は、デマルチプレクサ２３５から入力される第２データをデコード
する。具体的に、第２デコーダ２３３は圧縮映像フォーマットによって送信装置１００の
第２エンコーダ１１６の逆過程を行い、デコードすることができる。
【０１１１】
　一方、上述のような実施形態においては、第１伝送網を通じて伝送される第２データと
第２伝送網を通じて伝送される第２データを同一のデータとして説明を進める。しかし、
第１伝送網を通じて伝送することができるデータサイズは限定的であり（例えば、第１伝
送網がＲＦ網である場合、最大で１９.３８Ｍｂｐｓの伝送速度で伝送することができる
）、第１伝送網を通じて伝送される第２データの量が多くなるほど、第１伝送網を通じて
伝送できる第１データの量が少なくなる。
【０１１２】
　それにより、第１伝送網を通じて伝送される第２データは、第２伝送網を通じて伝送さ
れる第２データに比べて相対的に少ない量のデータを伝送することができる。例えば、第
１伝送網は、第１データを約１６Ｍｂｐｓの伝送速度で、第２データを第２Ｍｂｐｓの伝
送速度で伝送することができる。
【０１１３】
　そのために、第２エンコーダ１１６は、第２データを受信して第１伝送網に伝送するた
めの相対的に低画質のデータ（以下、データベースという）および第２伝送網で伝送する
ための相対的に高画質のデータ（以下、エンハンスメントデータ）を生成してエンコード
した後、マルチプレクサ１１７および第２伝送部１３０にそれぞれ出力することができる
。
【０１１４】
　または、第２エンコーダ１１６は、ベースデータと更なる情報を含むデータを生成して
エンコードして出力することができ、マルチプレクサ１１７は第１データとベースデータ
のみを選択的にマルチプレキシングし、第２伝送部１３０はベースデータおよび更なる情
報を含むデータを同時に伝送する方法も可能である。
【０１１５】



(17) JP 2014-523721 A 2014.9.11

10

20

30

40

50

　一方、第１伝送網を通じて伝送される第２データの量を減らすための方法として、第２
データを構成する複数の映像フレームの一部の映像フレームのみを伝送する方法（例えば
、３０ｆｐｓのフレームレートを有するコンテンツを１５ｆｐｓのフレームレートで伝送
）、映像フレームの解像度を軽減する方法（例えば、ＨＤ画質をＳＤ画質に、またはＳＤ
画質をＣＩＦ画質に変換）、映像フレームのビットレートを減少させる方法（例えば、２
Ｍｂｐｓを５１２ｋｂｐｓに変換）等がある。
【０１１６】
　上述の実施形態に係る受信装置２００は、データ処理部２３０によって信号処理された
マルチメディアデータを出力する出力部（図示せず）を更に含むことができる。出力部（
図示せず）は、映像データを出力する映像出力部（図示せず）およびオーディオデータを
出力するオーディオ出力部（図示せず）を含むことができる。上述の実施形態において、
データ処理部２３０の映像処理部に着目して説明したが、データ処理部２３０は受信され
たマルチメディアデータに含まれたオーディオデータおよび付加データを処理するオーデ
ィオ処理部（図示せず）および付加データ処理部（図示せず）を含むことができる。オー
ディオ処理部（図示せず）は、オーディオデータを処理してオーディオ出力部を介して出
力することができ、付加データ処理部（図示せず）は、字幕等のような付加データを処理
して、映像データとレンダリングして画面を構成した後、構成された画面をディスプレイ
部を介して出力することができる。
【０１１７】
　図１０は、本発明の別の実施形態に係るマルチメディアデータ送受信システムを示す図
である。送受信システム２０は、図１および図２の送受信システム１０と動作を同じだが
、図１および図２の送受信システム１０の送信装置１００が複数の装置を含む送信システ
ムで実現されることで相違している。図１０によると、送受信システム２０は、コンテン
ツ処理装置３００と、第１送信装置４００と、第２送信装置５００および受信装置２００
を含む。
【０１１８】
　コンテンツ処理装置３００は、送信装置１００のデータ処理部１１０に、第１送信装置
４００は送信装置１００の第１伝送部１２０に、第２送信装置５００は送信装置１００の
第２伝送部１３０に対応する構成であり、具体的な説明は省略する。
【０１１９】
　図１１は、本発明の一実施形態に係る送信方法を説明するためのフローチャートである
。図１１によると、マルチメディアデータをダウンスケーリングする（Ｓ１１１０）。こ
こで、マルチメディアデータは２Ｄコンテンツデータ、３Ｄコンテンツの左眼映像および
右眼映像データのうちの一つであってよい。そして、ダウンスケーリングされたマルチメ
ディアデータをエンコードする（Ｓ１１２０）。具体的に、ダウンスケーリングされたマ
ルチメディアデータに対して既存の受信装置との互換性のために、ＭＰＥＧ－２エンコー
ドを行うことができる。その後、エンコードされたマルチメディアデータを第１伝送網を
通じて伝送する（Ｓ１１３０）。ここで、第１伝送網はＲＦ網であってよい。
【０１２０】
　なお、エンコードされたマルチメディアデータをデコードした後（Ｓ１１４０）、デコ
ードされたマルチメディアデータをアップスケーリングする（Ｓ１１５０）。そして、ア
ップスケーリングされたマルチメディアデータを用いて復元データを生成する（Ｓ１１６
０）。ここで、マルチメディアデータが２Ｄコンテンツデータである場合、２Ｄコンテン
ツデータおよびアップスケーリングされた２Ｄコンテンツデータと比較し、その比較結果
を復元データとして生成することができる。マルチメディアデータが３Ｄコンテンツに含
まれた左眼映像および右眼映像データのうちの一方である場合には、左眼映像データおよ
び右眼映像データのうちの他方のアップスケーリングされたマルチメディアデータを比較
し、その比較結果を復元データとして生成することができる。
【０１２１】
　そして、復元データをエンコードした後（Ｓ１１７０）、第２伝送網を通じて伝送する
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【０１２２】
　図１２は、本発明の一実施形態に係る受信方法を説明するためのフローチャートである
。図１２によると、第１伝送網を通してマルチメディアデータを受信する（Ｓ１２１０）
。第１伝送網はＲＦ網であってよい。そして、受信されたマルチメディアデータをデコー
ドする（Ｓ１２２０）。ここで、マルチメディアデータは２Ｄコンテンツデータ、３Ｄコ
ンテンツの左眼映像および右眼映像のうちの一方であってよい。その後、デコードされた
マルチメディアデータをアップスケーリングする（Ｓ１２３０）。
【０１２３】
　そして、第２伝送網を通じて復元データを受信する（Ｓ１２５０）。第２伝送網はＩＰ
網であってよい。ここで、復元データは２Ｄコンテンツデータに対してダウンスケーリン
グ、エンコード、デコード、アップスケーリングを順次に行った後、結果データを２Ｄコ
ンテンツデータから減算して抽出したデータであってよい。または、復元データは３Ｄコ
ンテンツの左眼映像データおよび右眼映像データのうちの一方に対してダウンスケーリン
グ、エンコード、デコード、アップスケーリングを順次に行った後、結果データを前記左
眼映像データおよび右眼映像データのうちの他方から減算して抽出したデータであってよ
い。
【０１２４】
　その後、受信された復元データをデコードし（Ｓ１２５０）、アップスケーリングされ
たマルチメディアデータに復元データを適用してコンテンツを復元する（Ｓ１２６０）。
ここで、マルチメディアデータが２Ｄコンテンツデータの場合、アップスケーリングされ
た２Ｄコンテンツデータに復元データを加算して２Ｄコンテンツデータを復元することが
できる。マルチメディアデータが３Ｄコンテンツに含まれた左眼映像および右眼映像デー
タのうちの一方である場合、アップスケーリングされた３Ｄコンテンツの左眼映像データ
および右眼映像データのうちの一方に復元データを加算し、左眼映像データおよび右眼映
像データのうちの他方を復元することができる。
【０１２５】
　上述の本発明の多様な実施形態に係る方法を行うためのプログラムは多様な記録媒体に
保存されて使用されてよい。
【０１２６】
　具体的には、上述の方法を実行するためのコードは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシュメモリ、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ
）、ＥＰＲＯＭ（Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）、ＥＥＰＲＯ
Ｍ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂ
ｌｅ　ＲＯＭ）、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、メモリカード、Ｕ
ＳＢメモリ、ＣＤ－ＲＯＭなどのように、端末機で読取可能な多様な記録媒体に保存され
ていてよい。
【０１２７】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明は以上の実施形態に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を
有する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的趣旨の範疇内において、各種の変
更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の
技術的範囲に属するものと了解される。
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